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１．はじめに 

 東日本大震災からの復興のシンボルとして計画・推進する

三陸沿岸道路のうち気仙沼湾を横断する「国道 45 号 気仙沼

湾横断橋小々汐地区下部工工事」では，海上部に位置する橋

脚の鋼管矢板井筒基礎（図－1 参照）において品質向上と工

程短縮の目的から仮締切り構造を一括架設方法のトラス型支

保工に変更した．本稿では，仮締切り支保工構造変更の設計

内容について紹介する． 

２．背景および目的 

 図－2 に原設計の仮締切り時の支保工構造図を示す． 

腹起し・切梁ともに部材仕様は H300～H500，切梁の配置間

隔は約 4.3m，深度方向には 8段配置で座屈防止用の中間杭が

配置された計画となっていた． 

海上部の橋脚ということで，長期耐久性の確保が品質面に

おいての課題となるなか，原設計の仮締切り支保工構造では，

中間杭，切梁が頂版，橋脚を貫通している．また，工程短縮

のためにも井筒内掘削効率の向上，躯体構築時の資材投入効

率等の向上が求められた． 

３．トラス支保工構造および施工手順 

原設計の仮締切り支保工構造の課題を解決するため，トラ

ス型支保工構造への変更を提案し，それに伴い仮締切り時の

施工手順の変更提案も実施した． 

図－3 にトラス型支保工構造図，図－4 にトラス型支保工

に変更後の仮締切り施工ステップ図を示す． 

４．トラス支保工仮締切りの設計 

鋼管矢板井筒基礎は，仮締切り時に発生する施工時応力を

完成時の設計に考慮し，部材安全性の確認を実施する必要が

ある．そのため，施工ステップ，支保工構造の変更を反映し

た設計を実施した． 

4.1 仮締切り施工時の設計 

仮締切り時の設計は，施工ステップ毎の応力を引き継ぐた

め，弾塑性逐次ステップ解析により実施した．照査の結果，

鋼管矢板応力度は許容値以内であることが確認された． 
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図－1 橋脚構造図 
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図－2 仮締切り支保工の構造図（原設計）

図－3 仮締切り支保工の構造図（変更提案）
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図－4 仮締切り施工のステップ図（変更後） 

4.2 完成時の設計 

完成時の設計は，仮締切り施工時の残留応力を考慮した合成応力

により評価を実施する．仮締切り施工時の残留応力を図－5に示す． 

残留応力を考慮した合成応力度照査の結果，常時荷重の作用時に，

下杭において鋼管矢板の許容応力度を超える結果となった．その要

因としては施工時の残留応力が当初設計よりも厳しくなったこと

が起因している．これに対して，鋼管矢板内部に補強鉄筋を配置し，

施工時の発生応力を鉄筋に負担させ，鋼管矢板に発生する応力を減

少させる対策を実施した． 

4.3 鋼管矢板補強検討 

鋼管矢板補強のために配置した補強鉄筋仕様を図－6 に示す．鋼

管矢板と中詰鉄筋コンクリート柱の一体化は考慮せずに，重ね梁と

して曲げ剛性の比率により発生断面力を鋼管矢板と中詰鉄筋コン

クリート柱に分担させ応力度照査を実施した． 

鋼管矢板補強後の鋼管矢板の発生断面力を図－7に示す．補強鉄

筋を配置したことにより仮締切り施工時に鋼管矢板に発生する残

留応力は補強前の約7割程度に減少し，完成時の合成応力度照査結

果も許容応力度を満足する結果となった． 
５．トラス型支保工の設計 

 トラス型支保工は深度方向に 4段配置とし，中間杭の省略，各段

のトラス構造の横倒れ座屈防止の目的で1－2段目と3－4段目を一

体化した構造とした．部材設計は，骨組み要素を用いた 3次元解析

モデルを用い，仮締切り時の弾塑性逐次ステップ解析より得られた

支保工反力の最大値を載荷し，算出された各部材に発生する断面力

で行った．代表として 3－4 段目の解析モデルと荷重を図－8 に示

す． 
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図－5 仮締切り施工時の残留応力 
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図－7 仮締切り施工時の残留応力（補強後）
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図－6 鋼管矢板補強鉄筋の配置図 

図－8 トラス支保工解析のモデル図，荷重図 
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